
第１回 津駅周辺道路空間再編検討委員会 

 

日時：令和 4年 7月 29日（金） 16:00～ 

場所：アスト津 4階 アストホール     

 

議 事 次 第 

１．開 会 

２．議 事 

１）これまでの検討経緯 

２）今年度の検討方針 

３）津駅周辺道路空間 社会実験実施概要 

４）その他 

３．閉 会 

 

 

【資 料】 

・議事次第 

・出席者名簿、席次表 

・設置要綱、委員名簿 

・資料１：これまでの検討経緯 

・資料２：今年度の検討方針 

・資料３：津駅周辺道路空間における賑わいの社会実験について 
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津駅周辺道路空間再編検討委員会 設置要綱 

 

（設置） 

第１条 津駅周辺道路空間の整備方針（2022.3 策定）をふまえ、その具体化に向け、将来を

見据えた専門的な知見や地元意見等、幅広く意見聴取を行うことを目的として、津

駅周辺道路空間再編検討委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

 

（所掌事務） 

第２条 委員会は、整備方針の具体化について、様々な観点から検討及び協議し、意見を述

べるものとする。 

 

（組織） 

第３条 委員会は、有識者、交通関係者、経済関係者及び各行政機関をもって構成する。 

２ 委員の任期は、委員会の所掌事務が完了するまでとする。 

 

（委員長） 

第４条 委員会に委員長を置き、有識者である委員がこれを務める。 

２ 委員長は、会務を総理する。 

３ 委員長に事故あるときは、あらかじめ委員長が指名した委員がその職務を代理する。 

 

（会議） 

第５条 委員会の会議は、委員長が招集する。 

２ 会議の議長は、委員長をもって充てる。 

３ 委員長は、必要があると認めるときには、委員会の会議に委員以外の者の出席を 

求めて意見を聞くことができる。 

 

（代理出席） 

第６条 交通関係者、経済関係者、各行政機関関係者において、やむを得ない事情により委

員会に出席できないときは、代理者を出席させることができる。 

 

（検討部会） 

第７条 委員会は、必要に応じて検討部会を設置することができる。 

  



（守秘義務） 

第８条 各委員は、個人情報など公開することが望ましくない情報を漏らしてはならない。

また、その職を退いた後も同様とする。 

 

（公開） 

第９条 委員会の会議は、原則公開とする。ただし、委員長は、公開することにより公正か

つ円滑な会議運営に著しい支障が生ずると認められるなど、特別な理由がある場合

には、非公開とすることができる。 

 

（事務局） 

第１０条 会議の運営に関わる事務を行わせるため、事務局を置くものとする。 

   ２ 事務局は、国土交通省中部地方整備局三重河川国道事務所計画課、三重県県土整

備部道路企画課、津市都市計画部都市政策課に置くものとする。 

 

（補則） 

第１１条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が別に

定める。 



津駅周辺道路空間再編検討委員会 委員名簿 

 

所 属 役 職 氏名（敬称略） 

委員長 三重短期大学 生活科学科 教授 小野寺 一成 

副委員長 
近畿大学工業高等専門学校 
総合システム工学科 

教授 中平 恭之 

交通関係者 

三重県トラック協会 専務理事 川方 尚 

三重県バス協会 専務理事 青木 周二 

三重県タクシー協会 津支部長 村田 友和 

東海旅客鉄道株式会社 担当課長 平井 崇士 

近畿日本鉄道株式会社 課長 東口 真也 

三重交通株式会社 部長 高田 和昭 

経済関係者 

津商工会議所女性会 会長 松田 弘子 

津市観光協会 専務理事 武川 明広 

津駅前通り商店街振興組合 代表 小野 欽市 

津駅前ストリート倶楽部 会長 青山 春樹 

行政 

国土交通省中部地方整備局 
三重河川国道事務所 

所長 菅 良一 

三重県県土整備部 部長 若尾 将徳 

津市都市計画部 部長 宮田 雅司 

津市建設部 部長 渡邉 公隆 

津市商工観光部 部長 福森 稔 

 



第１回
津駅周辺道路空間再編検討委員会

令和４年７月２９日

資料１

これまでの検討経緯
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１．「津駅周辺道路空間」におけるこれまでの検討経緯

⚫ 道路法改正の動きを踏まえ、令和2年7月に、三重県の県庁所在地である津市の玄関口となっている津駅周辺において、駅周辺の活性化や防災等様々な視点から、駅周辺の道路空間
について検討を行うことを目的に「津駅周辺道路空間検討会」を設立

⚫ 津駅周辺道路空間検討会では、令和 3 年 3 月に「津駅周辺空間の基本的な方向性」としてとりまとめ、三重県・津市の連名で公表

⚫ 令和3年7月、「津駅周辺空間の基本的な方向性」を踏まえた“津駅周辺道路空間の整備方針の策定”を目的とし、「津駅周辺道路空間検討委員会」を設立

⚫ 津駅周辺道路空間検討委員会では、令和 4 年 3 月に「津駅周辺道路空間の整備方針」としてとりまとめ、三重河川国道事務所・三重県・津市の連名で公表

「津駅周辺道路空間検討会」、「津駅周辺道路空間検討委員会」における検討経緯

構成メンバー：三重県県土整備部長、津市都市計画部長

オブザーバー：国土交通省中部地方整備局三重河川国道事務所長

空間検討会の構成

津駅周辺道路空間検討会

第１回

【
検
討
会
の
設
立
】

・
道
路
法
の
改
正
、
全
国
の
状
況

等

令和3年3月

第２回

【
経
済
界
等
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
】

第３回

【
交
通
事
業
者
等
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
】

第４回

【
基
本
的
な
方
向
性
（
案
）
と
り
ま
と
め
】

津
駅
周
辺
空
間
の
基
本
的
な
方
向
性

公
表

第１回

【
検
討
委
員
会
の
設
立
】

・
事
例
紹
介

・
津
駅
周
辺
空
間
の
基
本
的
な
方
向
性

・
津
駅
周
辺
道
路
空
間

社
会
実
験
実
施
概
要

第２回

【
コ
ン
セ
プ
ト
（
案
）
】

・
社
会
実
験
実
施
結
果
報
告

・
津
駅
周
辺
の
現
状
と
課
題

・
津
商
業
高
校
意
見
発
表

・
津
駅
周
辺
道
路
空
間
コ
ン
セ
プ
ト
（
案
）

令和2年7月

津駅周辺道路空間検討委員会

学識者 ：小野寺一成 教授(三重短期大学)【委員長】
中平恭之 教授(近畿大学工業高等専門学校) 

交通関係者 ：三重県トラック協会、三重県バス協会、三重県タクシー協会
経済関係者 ：津商工会議所女性会、津市観光協会
行政関係者 ：国土交通省中部地方整備局三重河川国道事務所 所長、

三重県県土整備部 部長 津市都市計画部 部長

検討委員会の構成

県民からの
意見募集

令和3年7月

・津駅周辺道路空間社会実験（R3/7/12～7/20）
・「歩道空間の利活用」と「車線減少による 交通への影響」についてのアンケート調査
（R3/7/12～7/31）

令和3年12月

第3回

【
整
備
方
針
（
案
）
】

・
津
駅
周
辺
道
路
空
間
の
整
備
方
針
（
案
）

令和4年3月

・津駅周辺空間の利活用等に
関する提案募集
（R3/3/30～6/30）

令和4年3月

津
駅
周
辺
道
路
空
間
の
整
備
方
針

公
表
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２．津駅周辺道路空間の整備方針
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２．津駅周辺道路空間の整備方針



第１回
津駅周辺道路空間再編検討委員会

令和４年７月２９日

資料２

今年度の検討方針



⚫今年度は、県道津停車場線における津駅道路空間社会実験、津駅周辺における課題・ニーズの把握、津駅西口広場の整備検討を実施。

⚫今年度の調査・検討結果を踏まえ、交通拠点の課題や機能強化の必要性をとりまとめる。

⚫津市立三重短期大学では、津駅及び駅周辺地域に関する夏季集中講
義・プロジェクト型の地域問題解決型授業を開催予定（小野寺委員長）。

⚫講義の最終目標として、津駅周辺道路空間について「県都にふさわし
い津駅及び駅周辺地域の再生や駅周辺地域の活性化を目的とした提
案」を実施。

⚫津駅周辺道路空間整備の具体イメージに向けたアイディアとして、
提案内容の活用を検討する。

⚫関係機関（公共交通機関、地元自治会、交通管理者）に対してヒアリ
ング調査、駅利用者等に対してヒアリング調査を実施予定。

⚫調査結果より、津駅周辺の道路空間及び、交通結節点施設の課題・
ニーズを抽出。

⚫抽出された課題・ニーズより、交通結節点として必要とされる機能、
整備イメージ等を検討していく。

1

１．今年度の検討内容

津駅

東口広場

西口広場

県
道
津
停
車
場
線

国道２３号

伊勢街道

⚫ 6車線の車道を4車線に縮小し、拡張した歩道空間にキッチンカーや店
舗、テーブル・イスを設置することで賑わいの創出を検証。

⚫社会実験実施期間中は、「利活用の状況調査」、「交通への影響調
査」、「賑わいや滞留の意向調査」を調査・実施予定。

⚫社会実験の結果を踏まえ、県道津停車場線の道路空間再編における
課題・ニーズを整理し、具体な整備イメージを検討していく。

今年度検討項目の概要

課題・ニーズの把握

津駅周辺道路空間 社会実験（令和4年10月中旬）

津市立三重短期大学 集中講義・PBL（プロジェクト・ベースド・ラーニング）

23
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１．今年度の検討内容
検討の流れ

⚫道路空間再編については、県道津停車場線において、歩行者の賑わいや滞留機能の強化に向けた社会実験（令和4年10月中旬）を約2週間程度実施。

⚫交通結節点の機能強化検討にあたり、津駅周辺の課題・ニーズ把握を行うため、関係機関及び津駅利用者に対してヒアリング調査・アンケート調査を実施。
津駅西口広場では、機能強化に向けた整備検討を進める。

⚫令和5年度以降は、津駅周辺道路空間整備の具体イメージについて検討を実施。

令和5年以降

東西連携

第１回 津駅周辺道路空間再編検討委員会

令和4年12月

課題・ニーズの把握
・関係機関ヒアリング調査
・津駅利用者アンケート調査

第２回 津駅周辺道路空間再編検討委員会

津駅周辺道路空間整備の具体イメージを検討

令和4年7月

道路空間再編

津駅周辺道路空間
社会実験

（令和4年10月中旬）

・利活用の状況調査
・交通への影響調査
・賑わいや滞留の意向調査

交通結節点の機能強化検討

津駅西口津駅東口県道津停車場線

津市立三重短期大学
集中講義・PBL

第３回 津駅周辺道路空間再編検討委員会

※必要に応じて実施
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２．今後の進め方について
「津駅周辺道路空間再編検討委員会」の進め方について

第1回

・

こ
れ
ま
で
の
検
討
経
緯
、
今
年
度
の
検
討
方
針

・

津
駅
周
辺
道
路
空
間
の
社
会
実
験
実
施
概
要

・

津
駅
周
辺
の
課
題
・
ニ
ー
ズ
調
査

第2回

・

津
駅
周
辺
道
路
空
間
の
社
会
実
験
実
施
結
果
報
告

・

課
題
・
ニ
ー
ズ
調
査
結
果
報
告

・

津
駅
西
口
広
場
の
状
況
に
つ
い
て

第３回

【
交
通
拠
点
の
課
題
や
機
能
強
化
の
必
要
性
】

令和4年7月

⚫本検討委員会では、専門的な知見等から幅広く意見聴取を行い、令和4年3月に策定した「津駅周辺道路空間の整備方針」の具体化を行っていく。

⚫本日、第1回検討委員会ではこれまでの検討経緯、今年度の検討方針等について意見交換。

⚫本日の意見を踏まえ、津駅周辺道路空間再編の社会実験を進めるとともに、津駅周辺の課題・ニーズの調査等を実施し、交通拠点の課題や機能強化の必要
性を整理

令和4年12月予定

・津駅周辺道路空間社会実験（R4/10月中旬）

※

必
要
に
応
じ
て
実
施



津駅周辺道路空間における
賑わいの社会実験について

資料３



津駅周辺道路空間の整備方針

歩行者の賑わいや滞留の強化

ハード

津駅

東口広場

西口広場

23

県
道
津
停
車
場
線

国道23号

伊勢街道

みえ県都の顔となり

地域の活力を引き出し

災害にも強い空間

1

等

・駅前通りの歩行空間の拡張
・占用の緩和を通した民間利用の促進

横浜市

ほこみち
制度の活用

歩道 車道

拡張



◇津駅の平均乗降者数は約２万人/日

◇津市はウォーカブル推進都市に登録

◇津駅の表玄関である東口と、国道２３号を結ぶ

駅前通り「県道津停車場線」（延長：１３０ｍ）

◇車線数６車線 自動車交通量 約４，７００台／24h

歩行者交通量 約５，５００人／12h

県道津停車場線の状況

8,756台/日

4,721台/日

H11 H27

自動車交通量の推移

約５割減少

2※自動車交通量についてはセンサス値、歩行者交通量についてはR2年に実施した交通量調査の結果を用いています。



県道津停車場線の状況

3

延長
L＝１３０ｍ



沿道の状況

３車線歩道 歩道３車線

駅方向2,738台/日 国道方向1,983台/日

6.0m 9.75m 9.75m 6.0m

駅方向2,738台/日

国道方向1,983台/日

駅方向の沿道状況

国道方向の沿道状況

歩行者4,200人/12h

歩行者1,311人/12h

4



昨年度の社会実験の状況

5

社会実験全景（車道を6車線から4車線に規制）

車線数減少に伴う交通量の増減、渋滞の発生等について、大きな影響はなし。



社会実験の概要

歩行者の賑わいや滞留機能の強化 に向けて社会実験を実施

【現在】 ６車線

３車線歩道 歩道３車線

6.0m 9.75m 9.75m 6.0m

２車線 ２車線

6.0m 6.0m10m程度 10m程度

【社会実験】 ４車線・両側歩道拡張

キッチンカーや店舗、テーブル・イスを配置することで

賑わいの創出を検証

6



社会実験の概要

県道津停車場線

N

ロータリー

津

駅

東

口

23郵便局

津駅前 津駅入口

国道23号

7

期間：令和４年１０月中旬（約２週間を予定）

店舗の出店など

テーブル・イスなど

規制のみ（スペースが狭い）



社会実験の概要

県道津停車場線

N

ロータリー

津

駅

東

口

23郵便局

津駅前 津駅入口

国道23号

調査項目： 利活用の状況調査

交通への影響調査

１

２

３ 賑わいや滞留の意向調査 8

期間：令和４年１０月中旬（約２週間を予定）



利活用の状況調査１

拡張した歩行空間の店舗やテーブル・イスについて、

どのような使われ方をしているか調査。

社会実験の調査項目

9

利用者数、利用状況等をビデオカメラで観測。



交通への影響調査２

ETC2.0データ分析

速度の変化

急減速の変化

社会実験の調査項目

10

7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

20ｋｍ/時未満 20～30ｋｍ/時未満 40ｋｍ/時以上30～40ｋｍ/時未満

35.435.432.7221715.713.921.835.338.735.237.635251612.212.815.315.724
45.344.642.94032.728.822.82637.24037.840.5372816.81313.517.717.824.9
45.84442.73832.928.524.226.341.245.844.948.5504944.229.82628.92627.5
51.550.651.25349.944.139.931.542.347.345.349.5505247.835.130.932.528.128.2
5250.852.25655.551.946.733.143.248.146.850.4525249.940.436.33629.629.5
52.552.453.15757.25548.93443.348.247.350.2525349.737.532.833.429.128.9
51.451.352.3565654.451.534.641.945.645.649.9525247.338.533.133.828.129.3
50.950.451.45654.752.246.532.541.946.545.648.6515045.235.631.732.328.328.2
50.349.951.75551.947.238.531.542.146.54549.1515142.728.726.727.825.727.9
48.348.1474535.430.426.225.639.843.642.544.9464126.317.317.120.32027
37.338.437.23121.719.617.621.334.836.433.436.9342312.59.49.511.211.220.6
38.239.439.23428.425.422.122.934.335.93434.828179.88.58.910.811.721.3

ビデオカメラ観測

交通量の変化

円滑性の変化

カメラ

観測イメージ

イメージ



賑わいや滞留の意向調査３

右のQRコードを
スマートフォン
等で読み取り、
ご回答ください。

賑わいの社会実験について

アンケートにご協力ください

(受付期間10/〇～11/〇)

＃津駅道路空間
ハッシュタグをつけて投稿して
下さい。(受付期間1１/〇まで)

道路空間の利活用について
自由意見を募集

ツイッターで

https://www.shinsei.pref.mie.lg.jp/〇〇

社会実験の調査項目

11

https://www.shinsei.pref.mie.lg.jp/
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